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a(2i-1)≡ Eq.T+Tqtf for l<i<N
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｢第4回 『非平衡系の統計物理』シンポジウム｣
には関係があると期待される｡それゆえこの関係を系統的に調べることは古典系とは違っ
た量子系における熱伝導の特徴を理解する上で重要となるであろう｡
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